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演習7-1-1: A 実行結果(PPC G5 OSX) 
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演習7-1-1: B 
2つの関数 func1 と func2 


の違いを見てみよう。

int main(void)

{


double x = 10.1;


/* print out x */


printf (“x: address [%p] value = %f ¥n”, &x, x);



/* use func1 */


printf (“func1(x) = %f ¥n”, func1(x));


printf (“x: address [%p] value = %f ¥n”, &x, x);



/* use func2 */


printf (“func2(x) = %f ¥n”, func2(&x));


printf (“x: address [%p] value = %f ¥n”, &x, x);



return (0);

}


double func1(double y)

{

  y = y + 5.0;

  return y;

}


double func2(double* y)

{

  (*y) = (*y) + 5.0;

  return *y;

}




型と数値表現 
  計算機上では全ての情報は２進数で表される


  Bit: 
 
 
 
 
0 or 1


  Byte: 
 
8 bit 
 
 
0 ~ 255


  Word: 
 
16 bit = 2 byte 
0 ~ 65535


  Long Word: 
32 bit = 4 byte 
0 ~ 4294967295


  変数：「情報」を示すもの

  名前：情報を区別するためのもの

  型：情報である２進数の長さとその解釈の仕方を規定

  アドレス：情報の格納位置 



scanf 
  整数変数 i に標準入力から代入するときに


int i;


scanf(“%d”, &i);


とした。これは scanf に渡されたアドレスに 


“%d” で指定された型、すなわち整数型の変数があり、標準入力から
読み取った値を”整数値”として解釈して２進数に変換して &i で
指定されたアドレスにその値をいれよ


ということを意味している。

よって宣言された変数の型と、scanf 文中の format (“”でく
くられたもの)が一致していなければならない


整数型 
 
int 
%d

倍精度実数型 
double 
%lf (lが倍精度、fが実数）

文字型 
 
char 
%c

文字列 
 
char* 
%s


例

キーボードから”4”を入力したとき

scanf(“%d”, &i):整数値4→00000100

scanf(“%c”, &c):文字４→00110100

と変換される 



整数表現 
  厳密な表現

  表現範囲（32bitの場合）


  符号付き
-2,147,483,658 ~ 2,147,483,657


  符号なし
0 ~ 4,294,967,295


  例：（符号付き）

10進数 
  16進数 
 
2進数

256(=28)  0000 0000    0000 0000 0000 0000 0000 0001 0000 0000 0000

231-1 
 7FFF FFFF    0111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111


-1
 
 FFFF FFFF    1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111


-231 
 1000 0000    1000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000




整数表現：演算 
 符号つき整数表現：２の補数 

 例：8 bit 整数  -256 ～  +255 
 正の数：MSB = 0, (下７bit) 
 負の数：MSB = 1, (下７bit) -256  

 例： 
255(=28 -1)  0111 1111 
-1    1111 1111 

 例：2+( ‒3) = -1  12+(-4) = 8  
    2  0000 0010    12  0000 1100 
 +)-3  1111 1101  +)-4  1111 1100 
   -1 1111 1111     8  0000 1000 

 例：( ‒3)x 2 = -6   (-2)x(-1) = 2  
    -3  1111 1101   -2  1111 1110 
  x) 2  0000 0010      x) -1 1111 1111 
    -6  1111 1010    2  0000 0010




実数表現 
  浮動小数点表示


s x M x Be-E

s:符号ビット（X or -）

M:仮数（正の整数）

B:基底（=2）

e:指数（符号なし整数）

E:指数のゲタ


近似値としての表現


例：

（E=151) 
s 
e 
M(23bits)


1.0 
 
0  1000 0001 
100 0000 0000 0000 
0000 0000


-0.5 
1  1000 0000 
100 0000 0000 0000 0000 0000


10-7 
0  0011 1001 
110 1011 0101 1111 1100 1010




文字表現 
  文字も２進数表現される


  ASCIIコード

１バイトを１文字に当てはめ、アルファベット、数字、記号（制御文
字）を表現する


例： 
文字 
 
値

　 
 
A 
 
0x41



 
1 
 
0x31



 
CR(改行) 
 
0x0a


  Shift-JISコード

  EUCコード

  UNICODE


２バイトを１文字に当てはめ

漢字（全角かな、記号を含む）を表現する

例：文字　値　　 
SJIS 
EUC 
UNICODE 
　　神 
 
0x905f 
0xbfc0 
0x795e


　　　戸 
 
0x8ccb 
0xb8cd 
0x6238



　　１（全角） 
0x8250 
0xa3b1 
0xff11




配列 
  配列の宣言


例


char array[128]; /* 128個の文字からなる配列 */


  配列を示す変数には、配列先頭アドレスが入っている

  配列を示す変数は、ポインタとしても使用できる


  例： moji1, moji2 は同じ文字となる


 
char moji1, moji2;



 
moji1 = array[0]; /* 0番目の文字 */


 
moji2 = *array;  /* 配列の先頭の文字 */


  例： moji1, moji2 は同じ文字となる


 
char moji1, moji2;



 
int i; 



 
moji1 = array[i]; /* i番目の文字 */


 
moji2 = *(array+1); /* 配列の先頭からi番目の文字 
*/




配列：関数の引数として配列を使う方法 
  関数の実装部でも、引数が配列となることを”[ ]”で表します

  大きさは宣言していませんが、添字をつけて配列中の要素を参照できま
す。

  配列の先頭アドレスを”値”で渡したのであり、そのアドレスから配列の各要
素にアクセスできる


  関数内で配列の要素が変更された場合、関数から戻ってもその変更は有
効です。

  例：以下のようなプログラムを実行すると”a[0]=0”と表示されます。


void function(int a[]);


int main(void)

{


int a[10];


a[0]=5;


function(a);


printf(“a[0]=%d ¥n”,a[0]);


return (0);


}


void function(int a[])

{


a[0]=0;


}




配列 
  配列とポインタの違い


  ポインタを宣言したときは、

  アドレスの値を入れる　メモリ領域　が確保される


  配列を示す変数は、ポインタとしても使用できる

  配列全体を格納する　メモリ領域　が確保される　と共に

  アドレスの値を入れる　メモリ領域　が確保され

  配列の　先頭アドレス　がセットされる 



文字列 
  N個の文字からなる文字列は、N+1個の大きさの文字
配列


  末尾の文字は、NULL文字（’¥0’）

  例


const char* hello=“HELLO!”;


‘H’
‘E’
‘L’
‘L’
‘O’
‘!’
 ‘¥0’

address 
 
value

&hello




演習7-1-2: 



演習7-1-2: 
２つの文字列で試してみよう


#include <stdio.h>

#include <string.h> 
文字列を扱う関数ライブラリ


void dumpstring(const char str[], int size);


#define SIZE_S 8


int main(void)

{



const char* cs = “Hello !”; 
文字列 cs


char 
s1[SIZE_S] = “Ciao !”; 
文字列 s1



/* dump string of ‘cs’ */


printf(“ cs = %s ¥n”, cs);


dumpstring( cs, SIZE_S);


/* dump string of ‘s1’ */


printf(“ s1 = %s ¥n”, s1);


dumpstring( s1, SIZE_S);



return (0);

}




演習7-1-2: 実行結果 例(PPC G4 on OSX) 
0x48

0x65

0x6c

0x6c

0x6f

0x20

0x21

0x00


→ H 
→ e 
→ l 
→ l 
→ o 
→（空白） 
→ ! 
→(NULL) 

0x2f90→ 



文字列処理 
文字列を処理するには、標準ライブラリの<string.h>に定義し

てある文字列処理ルーチンを使う




文字列処理 
strcat, strcpyは、結果の文字列が入るメモリ領域を確保して

おくことを忘れずに！

例



const char* 
cs = “HELLO ”


const char* 
ct = ”WORLD!”


char s1[16];


strcpy(s1, cs);


strcat(s1, ct);


cs


ct


s


s


s

strcat(s, ct)


strcpy(s, cs)




演習7-1-3　文字列操作 



ポインタの配列・多次元配列 
複数の文字列をつくるには、


  （文字の）多次元配列

char array[A_SIZE][STR_SIZE]


  （文字への）ポインタからなる配列

char array[A_SIZE]


  （文字への）ポインタへのポインタ

char** array


が使用できる




多次元配列 
例



char array[4][8] = { “First”, “Second”, “Third”, “Last” };


array[0]

value


array[0][0]

array[0][1]

array[0][2]

array[0][3]

array[0][4]

array[0][5]


array[1]


array[2]


array[3]




ポインタの配列 
例



char* array[] = { “First”, “Second”, “Third”, “Last” };


array 
 
&array


array[0] 
n0

array[1] 
n0+off

array[2] 
n0+2*off

array[3] 
n0+3*off


address 
value

n0


m1


m2


m3


m4


m1

m2

m3

m4


アドレスが参照するのは

配列の先頭 



演習7-1-4：ポインタの配列・多次元配列 その１ 
A) 文字の二次元配列を作ってみよう



（関数dumpstringは演習7-2と同じ） 

#define SIZE_S 16

#define SIZE_A 4


int main(void)

{

  char  array[SIZE_A][SIZE_S] = { “First”, ”Second”, “Third”, ”Last”};

  int i;


  /* dump string of ‘s ’ */ 

  for (i=0; i<SIZE_A; ++i){

    printf(“ array[%d] = %s \n”, i, array[i]);

    dumpstring( &(array[i][0]), SIZE_S);

  }


  return (0);

}




演習7-1-4：ポインタの配列・多次元配列 その2 
B) 文字へのポインタ配列を作ってみよう



（関数dumpstringは演習7-2と同じ） 

#define SIZE_S 16

#define SIZE_A 4


int main(void)

{

  char*  array[SIZE_A] = { “First”, ”Second”, “Third”, ”Last”};

  int i;


  /* dump string of ‘s ’ */ 

  for (i=0; i<SIZE_A; ++i){

    printf(“ array[%d] = %s \n”, i, array[i]);

    dumpstring( array[i], SIZE_S);

  }


  return (0);

}




mainの関数の引数 
main 関数には引数がある 

 int main ( int argc, char* argv[]) 
ここで、 

 argc: プログラム実行時の引数の個数 
 argv[]: プログラム実行時の引数（文字列） 

である。 
例 

 program という名のexecutable（実行）ファイル
に、arg_1, arg_2 という引数を与えて実行したとする 
  program arg_1 arg_2 
 とすると 
  argc = 2 
  argv[0] = “program”（実行ファイル名） 
  argv[1] = “arg_1”（第１引数） 
  argv[2] = ”arg_2”（第二引数） 

となる。これを使えばプログラム実行時にプログラムにパラメー
ターを渡すことができる。 



演習7-1-5：main関数の引数 
main 関数に引数を与えて、プログラム実行時に与えた

文字を返すプログラムを作ってみよう。 
7-1-5.c ソース 

#include <stdio.h>


int main(int argc, char* argv[])

{



int i;



printf("argc= %d¥n",argc);


for (i=0; i<argc; i++)


{


 
printf("argv[%d]= %s ¥n", i, argv[i]);


}


}




演習7-1-5：main関数の引数 


